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大半はその聞に精力的な調査，執筆に務め， 400字詰原稿用紙にして 1 ， 700 枚余，索引を含めて 770 ページからなる
『中世類題集の研究j (平成 6年干IJ，和泉書院)をまとめ，このたび学位請求論文として提出するものである。
中世の私撰集・類題集の近代における研究は， r大日本歌書綜覧j (福井久蔵，大正 15年)を鳴矢とし， I和歌文学
研究」第 14号(昭和 37 年)， 15号(昭和 38年)で「中世私撰集解題」の特集が組まれ，初めて簡略ながら書誌的な
解説がなされた。それら数多くの和歌集について，相互の影響関係や成立・作者等の問題を，中世和歌史という構想
のもとに諭述したのが井上宗雄著『中世歌壇史の研究j (全 3 間，昭和 36 年， 40 年， 47年刊)であった。ただ，大半の
資料が未翻刻であり， しかも一つの作品の歌数が 3，000首から 29 ， 000 首にも及ぶという膨大さに，個々の詳細な研究
はほとんと‘手がつけられないまま放置されていたといっても過言ではない。そのような状況にあって，申請者は『明




















第二章は，一次的撰集の類題集を対象とし， r二八明題集j (第一節)， r続五明題集Jl (第二節)， r題林愚抄Jl (第三
節)， r摘題和歌集j (第四節)， r纂題和歌集Jl (第五節)の成立について論じる。熊本の本妙寺蔵伝足利義視筆『一品経
等法楽和歌』は，本文，作者表記，歌の配列等の比較により， r二八明題集J から法華経に関する歌群を抄出した作品
であることを明らかにする(第一節)0 r二八明題集J が， r古今集』から『続後拾遺集』にいたる勅撰集からの抄出で




り，初心者向けの詠歌手引書として成立したと思われる(第二節)0 r題林愚抄』は 1 万余首を収めた私撰集だが，採
録資料としては，勅撰集では後嵯峨院歌壇の『続古今集J から後円融院歌壇の『新後拾遺集1 定数歌では『宝治百
首Jl，歌合では『六百番歌合.L 私撰集では『藤葉集』などが主要資料となっている。性格としては， I名所j I釈教j I神
祇」の歌題と例歌を持たず，類題集としては初めて「公事」部を置き，そこに『年中行事歌合』から 79首を吸収する
(第三節)。なお，付論として， r題林愚抄J に収載されながら，今日では散逸している『弘安百首Jl r伏見院三十首Jl r永
徳百首』の新出歌を集成し資料的な意義を説く。
『摘題和歌集』の歌数は 3， 505 首，一首ずつの出典を調査し，勅撰集から1.205 首，私家集から 1 ，473 首，定数歌か
ら 649首，その他となっているとし収載歌から類題集としての性格，歌人の傾向，成立を明らかにし，良経や小侍
従等の新出資料の発掘を行なう。『林下集標注J の序文に『摘題和歌集』の編者を細川高国と記すのを見いだしその




第三章では，二次的撰集としての『藤葉集Jl (第一節)， r後葉和歌集Jl (第二節)， r続現存六帖Jl (第三節)， r五葉集』
(第四節)， r いざよひ物語Jl (第五節)を取り上げ，それぞれの成立や性格とともに，書名の意義についても独自の説




抄』から約七割を継承し，それ以外は実朝歌の『金棟集J を中心にしながら， r新葉集Jl r玉葉集Jl r後拾遺集Jl r和歌




抄出だけで撰集された類題集で， 2， 557 首を収め，院政から室町中期の『新続古今集J にいたる著名な歌人の詠を網






第四章は，成立は近世ではあるものの，収載歌は中世の和歌である『明題和歌全集J (第一節)， r類題和歌集J (第
二節)， r類題和歌補関J (第三節)， r続明題和歌集J (第四節)の 4編の類題集を取り上げ，成立過程や性格，撰集の意
義等について言及する。『明題和歌全集J は，写本の存在は知られていなく，現存するおよそ 30本の版本は，寛政七年
版・寛政九年版・安政五年版・無干iJ記版の四種からなり， 12， 443 首を収載した，歌題をほぼ網羅した類題集である。
『題林愚抄』を基礎資料とし歌題配列の方法も依拠しており，それには収載されていない歌題は『二八明題集』から
採録し，さらに各種の勅撰集・私撰集・私家集等からも取りこむことによって成立している(第一節)0 r類題和歌集J
は後水尾院の撰になる， 29，380首の類題集で，ここでは夏部の 2，965 首について，その出典，歌題，歌の配列，本文
の問題等について考察する。『題林愚抄』を基本とし， r二八明題集J r続五明題集J r明題和歌全集』などから撰集され
ており，成立は寛永 20年，歌題等から少し作歌水準の進んだ歌人達への手引書して編まれている(第二節)0 r類題和
歌集』の，歌題だけを掲載して例歌を示さない 2，908 箇所について， {71J歌の補充を試みたのが加藤古風編の『類題和
歌補闘』であるo その出典は，正徹の詠歌1，000余首を中心にしながら， 197 編の資料から収集しており，中には新
出資料の『類緊和歌集』を発掘するなどの成果も得ている(第三節)。三手文庫蔵の弧本『続明題和歌集』は，歌題，














ここに取り上げた類題集は 15 点，新しく発見した作品も多く， しかも各図書館・文庫・寺社・個人等に蔵される伝
本の調査を進め，それぞれの性格を一次的撰集と二次的撰集とに分類する。各作品の諸本から定本を確立し，そこか















題集の生成に大きな影響力を持っていたことを考証していく。これによって， r藤葉集.Jl r後葉和歌集.Jl r続現存六帖」
等がいずれも『題林愚抄』を基礎資料としていた事実や，新たに加えた歌題や例歌の調査によって各作品の成立や類
題集としての性格も明らかにしていったのである。
『二八明題集』の成立に今川氏親が加わっていたことや，現存する類題集の諸本の多くが旧藩主，旧大名家に襲蔵さ
れている現実，それに室町期における和歌の地方への伝播等から，類題集は戦国大名たちの作歌の手引書として編纂
された一面を持っとする。図書の所蔵にはさまざまな経緯があり，それが室町期の作品の成立事情にまで結び、つくの
か疑問があるし，具体的に利用されていた資料が明らかではないだけに，このような推論にはもう少し慎重を要する
であろう。また，すでに存在する歌集と同じ書名を付したのは権威づけのためとし，偽書ではなく擬作とするが，
『藤葉集J や『後葉和歌集J がどれほど当時権威のある歌集として享受されていたのか，近世の擬作論で類題集を処理
できるものか，このあたり今後も論議の要するところであろう。
申請者は「結語」で， r形式的処理」と「機械的な作業」に終始したとし「文学研究とは程遠い」と謙辞を記すが，
このようにあくことなく生み出された類題集の成立過程を確認し史的展開をたどることは，中世和歌史の構築であ
り，大きな功績であったと思量する。部分的には，上記のような疑念もないわけではないが，未開拓だった中世私撰
集や類題集の分野に新しい息吹きをもたらしたものと評価し本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位を授与
するにふさわしいものと認定する。
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